
1975年宮崎県生まれ。自治体問題研究所理事、日本医療総合研究所副理
事長、総合社会福祉研究所理事、日本医療福祉政策学会幹事。
主な著書『全世代型社会保障改革とは何か』2025年、『コロナ禍で見えた保
健、医療、介護の今後』2022年など。
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記念講演

各地の取り組み報告

閉会挨拶

有志交流会

（佛教大学准教授）長友 薫輝氏

新・地域医療構想と
加速する病床削減
～医療体制の危機を考える～

政府が進める 2040年に向けた「新たな地域医療構想」
では、「医療提供体制全体（外来・在宅・介護等を含）を
対象として、地域の医療提供体制全体の将来のビジョン・
方向性、医療機関機能に着目した医療機関の機能分化・
連携、病床の機能分化・連携等に関する事項を定めるもの」
となることから、「医療計画の上位概念」と位置付けられ
ています。また、財界からの要請も強く、医療費抑制の
一環の中で、医療から介護、介護から地域・自治体への
シフト、そして、より無償の労働力（地域住民ボランティ
アなど）への代替が狙われています。政府がすすめる国
民負担軽減のための医療費抑制と言いながら、医療を受
ける権利を奪おうとしている現状は看過できません。

各地での医療―介護―地域へと国が押し付ける医療提供
体制縮小の実態や地域医療を守る各地の取り組みや経験
を交流し、住民が作る地域医療提供体制の構築で住み続
けられるまちづくりにつなげるため、運動をすすめます。

16第 回

2025年

平和と労働会館2階ホール

現地参加･資料代 1,000円

（オンライン併用）

（オンラインは無料）

11:00～16:30（閉会予定）
11 24日時

ところ

参加費

月 日
※希望者のみ 交流会あり（参加費：5,000円）

休
月

「第16回地域医療を守る運動全国交流集会」実行委員会
日本医療労働組合連合会／中央社会保障推進協議会／日本自治体労働組合総連合

日本医療労働組合連合会　TEL03 3875 pj.ro.neruori@uromamuoyri-n：liam-E/pj.ro.neruori.www//:ptthジーペムーホ1785

主　　　　催

実行委員会団体

事 務 局

なが とも まさ てる

https://x.gd/6P9eU

参加申込み

集会現地参加申込締切　11月14日（金）
集会オンライン参加申込締切　11月21日（金）

地域医療を守る運動
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１ 夜勤規制と大幅増員をめざして
松田 加寿美（日本医労連書記次長）

連載コラム
３１ ゆっくり鑑賞この一本 かずこさんのシネマトーク ………券田和子（石川民医労書記）

３２ よろしく（あたらしくなかまになりました） ……白浜はまゆう病院労働組合（和歌山）

７ 医療・介護職場で安全に健康に働くための
夜勤交代勤務スケジュールについて考える
夜勤の有害性について
松元 俊（労働安全衛生総合研究所主任研究員）

2 学習講演
夜勤規制と大幅増員をめざすアクションプラン意思統一集会（２０２５年９月１７日）

夜間に働くこと
夜勤の法的規制と現代の労働
笹山 尚人（弁護士／東京法律事務所）

２２ 寄 稿

子どもや保護者にとって安心できる院内保育所に
日本医労連 ２０２４年度院内保育所実態調査の結果を受けて
西村 実穂（東京未来大学准教授）

１１ 調査結果

２０２４年度院内保育所実態調査結果について
日本医労連保育対策委員会

２６ 調査結果

2025年看護職員の入退職に関する実態調査

表紙写真：盛岡の伝統芸能「さんさ太鼓」を練習している保育所の先生を子どもたちが
ブロックのカメラで激写（盛岡医療生協どんぐり保育園）
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